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ボ
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豊
橋
技
術
科
学
大
学

	

学
生
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
生
み
出
す〈
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
〉で
、

	

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
を
探
求
。
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東
北
大
学

	

「
分
子
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
開
発
に
よ
り
、

	

新
た
な
研
究
領
域
を
開
拓
。
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国
立
情
報
学
研
究
所
　

	

社
会
共
有
知
研
究
セ
ン
タ
ー
長

　	

情
報
社
会
相
関
研
究
系 

教
授

	

新
井 

紀
子 
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発
見
！
国
立
大
学

	

北
海
道
大
学	

宮
城
教
育
大
学

	

筑
波
技
術
大
学	

一
橋
大
学

	

名
古
屋
大
学	

京
都
大
学

	

山
口
大
学	

福
岡
教
育
大
学

13	

今
、学
生
は
！

	

上
越
教
育
大
学
／
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
Ａ
Ｂ
Ｊ

	

東
京
学
芸
大
学
／
西
田 

杏
さ
ん

	

奈
良
女
子
大
学
／
森 

木
乃
美
さ
ん

	

小
樽
商
科
大
学
／
大
津
ゼ
ミ

Ａ
Ｉ・ロ
ボ
ッ
ト
の
未
来
を
考
え
る

下記の内容については国大協ホームページ（http://www.janu.jp/）からもご覧いただけます。

国
公
立
大
学
振
興
議
員
連
盟

第
10
回
総
会
が
開
催
さ
れ
る

　

８
月
９
日
に
衆
議
院
第
２
議
員
会
館
に
お
い
て
、国
公

立
大
学
振
興
議
員
連
盟
第
10
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
国
立
大
学
協
会
か
ら
は
、山
極
会
長
ほ
か
12
名
の
学

長
が
出
席
し
、平
成
30
年
度
予
算
及
び
税
制
改
正
の
要

望
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、梶
田
隆
章
東
京
大
学
卓
越
教
授
か
ら
、日
本
の

科
学
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
、最
後
に
、

「
平
成
30
年
度
予
算
に
お
け
る
国
公
立
大
学
関
係
予
算
の

充
実
及
び
税
制
改
正
に
関
す
る
決
議
」が
採
択
さ
れ
、河

村
建
夫
会
長
か
ら
宮
川
典
子
文
部
科
学
大
臣
政
務
官
に

対
し
て
決
議
文
が
手
交
さ
れ
ま
し
た
。　

　

同
日
、う
え
の
賢
一
郎
財
務
副
大
臣
に
対
し
て
、同
決

議
及
び「
平
成
30
年
度
予
算
に
お
け
る
国
立
大
学
関
係

予
算
の
充
実
及
び
税
制
改
正
に
つ
い
て
」の
要
望
書
を
手

交
し
、基
盤
的
経
費
の
安
定
的
確
保
に
つ
い
て
強
く
要
請

し
ま
し
た
。

林
芳
正
文
部
科
学
大
臣
に

予
算
・
税
制
改
正
を
要
望

　

山
極
会
長
ら
は
、９
月
５
日
に
林
芳
正
文
部
科
学
大

臣
を
訪
問
し
、平
成
30
年
度
予
算
に
お
け
る
国
立
大
学

関
係
予
算
の
充
実
及
び
税
制
改
正
を
求
め
る
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。
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社
会
が
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
て
い
る
今
、

高
等
教
育
機
関
に
は「
未
来
へ
の
確
か
な
指
針
を
創

る
」こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
立
大
学
協
会

で
は
、国
立
大
学
が
果
た
す
べ
き
将
来
像
を
描
く
た

め
の
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、今
回
、国
公
私

立
大
学
を
は
じ
め
、広
く
社
会
と
の
率
直
な
意
見
交

換
を
図
る
た
め
に
、「
高
等
教
育
に
お
け
る
国
立
大

学
の
将
来
像（
中
間
ま
と
め
）」を
策
定
・
公
表
し
ま

し
た
。
こ
の
中
間
ま
と
め
を
基
に
、さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
通
じ
て
各
方
面
か
ら
の
意
見
を
集
約
し
、国
立

大
学
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
設
定
と
そ
の
実
現

を
図
り
ま
す
。　

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
、国
立
大
学
に
期
待
さ
れ

る
役
割
・
機
能
と
し
て
、①
高
度
な
教
育
研
究
拠
点
、

②
地
域
に
お
け
る
教
育
研
究
の
連
携
中
核
拠
点
、③

多
様
な
人
材
育
成
を
担
う
連
携
・
共
同
拠
点
、④
基

礎
的
・
伝
統
的
学
問
分
野
の
継
承
と
研
究
の
推
進
拠

点
、⑤
海
外
大
学
と
の
交
流
や
途
上
国
支
援
の
推
進

拠
点
、を
設
定
し
、「
地
方
創
生
」の
観
点
か
ら
、Ａ

Ｉ
、I
o
T
な
ど
の
技
術
の
進
歩
に
伴
う
産
業
構
造

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
踏
ま
え
、高
度
な
教
育
研

究
機
能
を
持
つ
大
学
が
地
域
に
存
在
す
る
意
味
は

大
き
い
と
考
察
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、特
に
地
域
の
国
立
大
学
の
役
割
に
期

待
が
集
ま
っ
て
い
る「
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
」研
究
を
ご

紹
介
し
ま
す
。　

お
茶
の
水
女
子
大
学
長

室
伏 

き
み
子

【
特
集
】 

Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト

超
ス
マ
ー
ト
社
会
実
現
へ
。

未
来
を
見
据
え
た
技
術
開
発
と
人
材
育
成
。

　2015年と比較して、2030年におけるAIビジネスの市場規模は約23倍、2035年に
おけるロボット産業の市場規模は、約６倍に拡大していくと予測され、超スマート社会
実現のための基盤技術として、その技術を支える人材が求められている。
　また、2015年における試算では、日本の労働人口の約49％が、10～20年後にAI・ロ
ボットなどにより代替される可能性が高いと報告されており、 AI・ロボット社会の到来
を見据えた人材育成が求められる。

（出典）ＥＹ総合研究所「人工知能が経営にもたらす『創造』と
『破壊』」（2015年）より国立大学協会事務局作成。

■ AIビジネスの国内市場予測

（注）日本は2015年、英国は2014年、米国は2013年時点のデータに基づき算出。
（出典）株式会社野村総合研究所News Release（2015年）より国立大学協会事務局作成。日本のデータは、株式会社野村総
合研究所と英オックスフォード大学のマイケル A. オズボーン准教授及びカール・ベネディクト・フレイ博士との共同研究

（2015年）。

■ AIやロボットなどによる代替可能性が高い労働人口の割合
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（出典）経済産業省「2012年 ロボット産業の市場動向」
（2013年）より国立大学協会事務局作成。2015～2035年
の推計は平成22年度ロボット産業将来市場調査（経済産業
省、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）
による。

■ ロボット産業の国内市場予測
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スマートフォンを取り付けてパソコンの背後に置い
ておくと、ときどき様子をうかがうように顔をの
ぞかせます。「かわいいって何だろう？」と

いう学生の議論から生まれた
ロボットです。

話しかけたり、触れることで、ぷるぷると反応しま
す。シンプルなデザインですが、段々と「ここが
顔、ここが胴体」のように、人間側が意味
付けして関係性が育っていくのが

面白いところです。

周囲の人から「ゴミを拾ってあげないといけな
いのかなぁ」という気持ちを引き出し、
結果としてゴミを拾い集める他力

本願なロボットです。

人を見つけると“ムム…”と話しかける単純な機能で
すが、いないとなぜか寂しくなる存在。新モデ
ルでは、言葉足らずのおしゃべりがで

きるようになりました。

おどおどしながら、ティッシュを“配ろうとする”
ロボットです。その不器用さにひかれ、

ついティッシュを受け取って
しまいます。

ICD-LAB

から生み出される
〈弱いロボット〉たち

豊橋技術科学大学情報・知能工学系
インタラクションデザイン研究室

TelePho
トウフ

Muu（む～）

ゴミ箱ロボット

iBones
（アイ・ボーンズ）

Episode 1

【特集】AI・ロボット
学生のチームワークが生み出す
〈弱いロボット〉で、
新たなコミュニケーションの形を探求。

豊橋技術
科学大学

人
間
の
支
え
を
引
き
出
す〈
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
〉

　

ス
マ
ー
ト
社
会
の
実
現
に
向
け
、暮
ら
し
を
よ
り

便
利
に
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
備
え
た
ロ
ボ
ッ
ト

が
登
場
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｄ
︲
Ｌ
Ａ

Ｂ（
豊
橋
技
術
科
学
大
学
情
報
・
知
能
工
学
系
イ
ン

タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
）が
研
究
開
発
を

行
っ
て
い
る
の
が
、あ
え
て
便
利
な
機
能
を
備
え
な

い〈
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
〉だ
。
研
究
室
を
主
宰
す
る
岡
田

美
智
男
教
授
は
、〈
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
〉と
周
囲
の
人
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
注
目
し
、人
間
と
ロ
ボ
ッ

ト
の
共
生
の
在
り
方
を
探
る
。

　

そ
の
一
例
「
ゴ
ミ
箱
ロ
ボ
ッ
ト
」
は
、
名
前
の
と

お
り
ゴ
ミ
箱
の
形
を
し
た〈
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
〉。
セ
ン

サ
ー
が
つ
い
て
お
り
、
床
や
地
面
に
落
ち
た
ゴ
ミ
を

感
知
す
る
と“
ヨ
タ
ヨ
タ
”と
近
づ
い
て
い
く
が
、そ

れ
を
自
力
で
拾
う
機
能
は
備
え
て
い
な
い
。
そ
の
た

め
、
周
囲
の
人
間
に
近
づ
き
、
ペ
コ
リ
と
お
辞
儀
を

す
る
。
す
る
と
、ロ
ボ
ッ
ト
が
う
ま
く
ゴ
ミ
を
拾
え

な
い
様
子
を
見
か
ね
た
人
間
が
、ゴ
ミ
を
拾
っ
て
ゴ

ミ
箱
に
入
れ
る
。
こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
受
け
て
、ロ

ボ
ッ
ト
は
ま
た
ペ
コ
リ
と
頭
を
下
げ
る
。
岡
田
教
授

は
こ
う
語
る
。

　
「
こ
の
よ
う
に
、
ゴ
ミ
を
拾
う
機
能
が
な
い
と
い

う“
弱
さ
”を
人
間
の
力
を
借
り
る
こ
と
で
克
服
し
、

手
助
け
し
た
人
間
も
な
ん
だ
か
悪
い
気
は
し
な
い

と
い
っ
た
関
係
を
生
み
出
す
点
が“
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
”

と
し
て
の
特
長
で
す
」

　

ロ
ボ
ッ
ト
単
独
で
目
的
を
果
た
す
た
め
に
、ゴ
ミ

を
拾
う
ア
ー
ム
や
ゴ
ミ
を
分
別
す
る
高
度
な
セ
ン

サ
ー
を
搭
載
す
る
こ
と
は
、
機
能
と
し
て
過
剰
で
は

な
い
か
、
と
岡
田
教
授
は
考
え
る
。

　
「
例
え
ば
家
電
製
品
は
、毎
年
の
よ
う
に
新
し
い
機

3



【特集】AI・ロボット── 豊 橋 技 術 科 学 大 学

岡田 美智男（おかだ みちお）

（豊橋技術科学大学 情報・知能工学系教授）
東北大学大学院工学研究科博士課程修了後、
NTT基礎研究所情報科学研究部、国際電気通
信基礎技術研究所（ATR）などを経て現職。専
門はコミュニケーションの認知科学、社会的・関
係論的ロボティクス、ヒューマン・ロボットイ
ンタラクションなど。主な著書に「〈弱いロボッ
ト〉の思考」「弱いロボット」など。

西脇 裕作（にしわき ゆうさく）

（豊橋技術科学大学 情報・知能工学専攻 
博士前期課程 2年）
豊田工業高等専門学校 電気・電子シス
テム工学科卒業。ICD-LABでは、「Muu

（む〜）」第2世代の言語コミュニケー
ション機能の企画および開発、「ゴミ箱
ロボット（Sociable Trash Box）」の屋
外実証実験などを担当。

〈
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
〉の
考
え
を
社
会
に
実
装
し
、

よ
り
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現

　

岡
田
教
授
は
、〈
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
〉の
考
え
方
が
日

本
の
も
の
づ
く
り
の
閉
塞
感
を
打
開
す
る
こ
と
に
も

期
待
し
て
い
る
。

　
「“
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
”の
考
え
方
は
、従
来
の
技
術
の

延
長
線
上
に
あ
る“
持
続
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
”で
は

な
く
、ま
っ
た
く
新
し
い
価
値
観
を
も
た
ら
す“
破
壊

的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
”だ
と
考
え
ま
す
。
機
能
追
加

主
義
の
消
耗
戦
を
強
い
ら
れ
る
企
業
に
と
っ
て
、次

の
展
開
を
考
え
る
と
き
に“
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
”の
考
え

方
が
魅
力
的
に
映
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例

え
ば
、
自
動
運
転
技
術
が
発
展
し
て
も
、
部
分
的
に

人
間
が
運
転
す
る
必
要
性
は
残
り
ま
す
。
そ
の
時
に
、

シ
ス
テ
ム
が“
自
信
の
な
さ
”を
伝
え
て
き
て
、ド
ラ

イ
バ
ー
が
手
動
運
転
に
切
り
替
え
る
と
い
っ
た
活
用

の
仕
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
」　

　
「
ま
た
、“
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
”と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
子
ど
も
の
学
習
効
果
が
得
ら
れ
ま

す
。
他
人
と
関
わ
る
こ
と
が
苦
手
な
子
ど
も
で
も“
弱

い
ロ
ボ
ッ
ト
”と
は
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

岡
田
教
授
の
研
究
は
、今
年
４
月
に
文
部
科
学
大

臣
表
彰
科
学
技
術
賞
を
受
賞
。
ロ
ボ
ッ
ト
と
人
間
の

共
生
社
会
の
実
現
に
、〈
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
〉の
概
念
が

徐
々
に
認
知
さ
れ
始
め
て
い
る
。

　

家
庭
や
職
場
に
、さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ

ト
が
進
出
す
る
時
代
は
、す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
。

そ
の
環
境
下
で
人
間
が
豊
か
な
生
活
を
送
る
に
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
と
人
間
の
関
係
性
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

改
め
て
考
え
、デ
ザ
イ
ン
す
る
必
要
が
あ
る
。〈
弱
い

ロ
ボ
ッ
ト
〉は
、人
間
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
共
生
の
道
筋
を

我
々
に
示
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

り
組
む
う
ち
に
、い
つ
の
間
に
か
も
の
づ
く
り
の
技

術
が
身
に
付
い
て
い
ま
し
た
。
ア
イ
デ
ア
考
案
か
ら
、

設
計
、組
み
立
て
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
、ロ

ボ
ッ
ト
作
り
の
全
工
程
に
関
わ
り
、コ
ン
セ
プ
ト
デ

ザ
イ
ン
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
し
遂
げ
る
力
が
付
い

た
と
感
じ
ま
す
」

　

同
大
学
は
、工
学
系
の
高
専
卒
業
者
の
比
率
が
高

く
、も
の
づ
く
り
に
興
味
を
持
つ
学
生
た
ち
が
集
ま

る
。
そ
ん
な
彼
ら
の
個
性
に
つ
い
て
、
岡
田
教
授
は

こ
う
語
る
。

　
「
回
路
の
設
計
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、デ
ザ
イ
ン
な

ど
各
分
野
で
際
立
っ
た
個
性
を
持
つ
学
生
が
多
く
、

自
然
に
ユ
ニ
ー
ク
な
ロ
ボ
ッ
ト
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

学
生
た
ち
に
よ
く
言
い
ま
す
が
、ヒ
ッ
ト
曲
を
生
み

出
す
た
め
に
は
、
作
詞
家
、
作
曲
家
、
編
曲
家
、
歌
手
、

営
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
力
が
必
要
で
す
。
１

人
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
り
上
げ
る
こ
と
は
難
し
く
て
も
、

得
意
分
野
を
持
ち
寄
っ
て
束
に
な
れ
ば
、競
争
力
は

十
分
に
発
揮
で
き
ま
す
。
目
立
た
な
く
て
も
、
じ
っ

く
り
研
究
に
取
り
組
め
る
と
こ
ろ
が
本
学
の
良
い
点

だ
と
思
い
ま
す
」

　

Ｉ
Ｃ
Ｄ
︲
Ｌ
Ａ
Ｂ
は
、「
i
B
o
n
e
s（
ア
イ
・

ボ
ー
ン
ズ
）」、「
M
u
u（
む
～
）」
な
ど
、
こ
れ
ま
で

に
30
種
を
超
え
る〈
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
〉を
開
発
。
こ
の

10
年
で
多
く
の
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

卒
業
生
の
多
く
は
、製
造
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

で
も
の
づ
く
り
を
担
う
技
術
者
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
。
岡
田
教
授
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
企
業
の
方
は
、自
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
そ
の
ま
ま
試

作
製
品
の
形
に
で
き
る
技
術
者
を
求
め
て
い
ま
す
。

当
研
究
室
で
は
、チ
ー
ム
で
全
工
程
を
経
験
す
る
こ

と
で
、ゼ
ロ
か
ら
も
の
を
作
る
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た

技
術
者
を
輩
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

能
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
が
、高
機
能
で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
、“
も
っ
と
速
く
”、“
も
っ
と
静
か
に
”と
い
っ

た
要
求
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
し
ま
う
。
そ
う
で
は

な
く
、人
間
の
支
え
を
引
き
出
す
よ
う
な“
機
能
の
引

き
算
”と
い
う
発
想
が
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
」

　

岡
田
教
授
は
1
9
8
0
年
代
、音
声
言
語
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

そ
の
後
、身
体
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関

心
を
抱
き
、生
態
心
理
学
の
研
究
へ
と
進
む
。

　
「
人
間
は
自
ら
頭
脳
で
考
え
て
行
動
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
て
も
、実
は
周
り
の
環
境
か
ら
働
き
か
け

を
受
け
て
行
動
を
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
考
え
方

に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
こ
れ
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
、

1
9
9
0
年
代
に
、周
囲
の
人
間
と
の
関
係
に
支
え

ら
れ
て
機
能
す
る“
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
”の
概
念
を
考
案

し
ま
し
た
。
最
先
端
の
技
術
を
駆
使
し
た
ロ
ボ
ッ
ト

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、新
し
い
発
想
の
ロ
ー
テ
ク
で

構
成
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
」

さ
ま
ざ
ま
な
才
能
を
持
つ
学
生
が

生
み
出
す〈
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
〉た
ち

　

Ｉ
Ｃ
Ｄ
︲
Ｌ
Ａ
Ｂ
で
は
、学
生
が
ア
イ
デ
ア
を
出

し
て
話
し
合
う
自
由
闊
達
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
、次
々
と〈
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
〉が
生
み
出
さ

れ
て
い
る
。

　

同
研
究
室
博
士
前
期
課
程
2
年
の
西
脇
裕
作
さ

ん
に
魅
力
を
た
ず
ね
た
。

　
「
中
学
生
の
頃
か
ら
ロ
ボ
コ
ン
に
興
味
を
持
ち
、高

専
に
進
学
し
ま
し
た
。
大
学
で
は
、
岡
田
先
生
の
授

業
で“
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
”の
存
在
を
知
り
、研
究
室
に

入
り
ま
し
た
。
先
輩
や
仲
間
と
ロ
ボ
ッ
ト
作
り
に
取

4



Episode 2

【特集】AI・ロボット

分子ロボットの開発により、
新たな研究領域を開拓。 東北大学

「
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
」の
も
の
づ
く
り
で

分
子
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
に
挑
戦

　

外
部
か
ら
材
料
を
加
工
し
て
作
り
上
げ
る
従
来

の
も
の
づ
く
り
を
「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
」
と
す
る
な

ら
、
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
の
野
村
慎
一

郎
准
教
授
の
分
子
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
は
、
ま
さ
に
「
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
型
」。
分
子
そ
の
も
の
を
設
計
し
、
分

子
の
自
己
集
合
に
よ
っ
て
分
子
分
解
能
の
精
度
で

人
工
物
を
作
り
上
げ
る
。
近
年
登
場
し
た
こ
の
方

法
論
が
、も
の
づ
く
り
の
転
換
点
と
な
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

　

野
村
准
教
授
の
研
究
室
で
は
、
化
学
、
特
に

D
N
A
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
領
域
で
の
成
果
に
ロ

ボ
ッ
ト
工
学
の
方
法
論
を
導
入
し
て
、
分
子
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
こ
れ
以
上
小
さ
く
で
き
な
い
と
い
う
ロ
ボ
ッ
ト

の
レ
ベ
ル
は
ど
こ
だ
ろ
う
、と
考
え
る
と
分
子
で
構

成
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
に
行
き
着
き
ま
す
。
し
か
し
、

分
子
を
部
品
と
し
て
扱
う
場
合
に
は
、
電
子
部
品
の

よ
う
に
パ
ー
ツ
を
つ
な
ぐ
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
を“
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
”の
も
の
づ
く
り
の
方

法
で
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
、
我
々
の
研
究

分
野“
分
子
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
”で
す
」

　

分
子
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
の
分
野
で
は
、ロ
ボ
ッ
ト
の

定
義
を「
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
外
部
環
境
か
ら
情
報
を

獲
得
し
、
情
報
処
理
回
路
に
よ
り
そ
の
情
報
を
判
断

し
、そ
の
結
果
に
応
じ
て
モ
ー
タ
ー
を
動
か
し
て
環

境
に
対
し
て
働
き
か
け
る
も
の
」
と
し
て
い
る
。

　

分
子
で
作
ら
れ
た
セ
ン
サ
ー
や
モ
ー
タ
ー
は
、
分

子
マ
シ
ン（
分
子
機
械
）と
呼
ば
れ
て
い
る
。
分
子

マ
シ
ン
に
は
、
生
体
分
子
と
合
成
分
子
が
あ
り
、
前

者
は
キ
ネ
シ
ン
や
ダ
イ
ニ
ン
と
い
っ
た
移
動
す
る

5

アメーバ型分子ロボット

模式図

顕微鏡像

静止状態

クラッチ-OFF クラッチ-ON

DNA信号

人工細胞膜

分子アクチュエーター
（駆動装置）

分子クラッチ
（動力伝達装置）

変形状態

顕微鏡像（左）とイメージCG（右）20μm

開始DNA
信号

停止DNA
信号

静止状態 変形状態

（Sho Aradachi）



【特集】AI・ロボット── 東 北 大 学

野村 慎一郎（のむら しんいちろう）

（東北大学大学院工学研究科 ロボティクス専攻
准教授）
名古屋大学大学院人間情報学研究科修士課程、
京都大学大学院理学研究科博士課程修了、東
京医科歯科大学特任講師、京都大学物質-細胞
統合システム拠点 特定研究員、科学技術振興
機構さきがけ研究者などを経て現職。

佐藤 佑介（さとう ゆうすけ）

（東北大学大学院工学研究科 博士課程3年）
東北大学工学部機械知能航空工学科
卒業。日本学術振興会特別研究員。国
際分子 デ ザ イ ン コ ン ペ テ ィ シ ョ ン
BIOMOD2011に Team Sendai リ ー
ダーとして参加し「Rolling-robot」で金
賞、翌年「Cell-gate」で総合優勝。

い
で
す
ね
」

　

佐
藤
さ
ん
は
、「
皆
さ
ん
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で

色
ん
な
情
報
を
示
し
て
く
れ
る
し
、
研
究
の
面
白
さ

を
ひ
た
す
ら
熱
く
語
り
ま
す
」と
分
野
の
特
徴
を
語

り
、
自
ら
も
後
輩
の
指
導
に
当
た
る
。
野
村
准
教
授

は
、
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
が
主
催
す
る
学
生
を
対
象

と
し
た
生
体
分
子
の
デ
ザ
イ
ン
を
競
う
国
際
競
技

会
「
B
I
O
M
O
D
」
に
研
究
室
の
学
部
学
生
を
送

り
出
し
、こ
れ
ま
で
に
2
度
の
総
合
優
勝
を
果
た
す

な
ど
、
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

分
子
ロ
ボ
ッ
ト
が
も
た
ら
す

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

ま
だ
基
礎
研
究
の
段
階
で
あ
る
分
子
ロ
ボ
ッ
ト

だ
が
、
そ
の
未
来
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
野
村
准
教

授
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
我
々
は
、
分
子
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
の
た
め
の
統
一

し
た
プ
ロ
ト
コ
ル
の
整
備
を
や
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
世
界
で
ま
だ
誰
も
成
し
え
て
い
ま
せ
ん
。
将

来
的
に
は
、
膨
大
な
分
子
ロ
ボ
ッ
ト
の
集
合
体
で
塗

り
薬
を
作
っ
て
、
大
気
中
の
花
粉
や
匂
い
の
科
学
物

質
、さ
ら
に
は
電
波
の
状
態
を
感
知
す
る
と
色
が
変

わ
り
、
環
境
の
物
理
・
化
学
的
な
状
態
を
『
見
え
る

化
』し
た
り
、
人
体
の
ホ
ル
モ
ン
を
感
知
し
、“
怒
っ

て
い
る
”、“
喜
ん
で
い
る
”と
い
っ
た
感
情
を
可
視

化
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

分
子
ロ
ボ
ッ
ト
は
、こ
れ
ま
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
と
は

全
く
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
人
間
の
暮
ら
し
、も
の

づ
く
り
の
概
念
を
変
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
未
知
の

領
域
を
開
拓
す
る
困
難
に
挑
み
続
け
る
研
究
者
の

情
熱
に
よ
っ
て
、
日
本
発
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
も

た
ら
さ
れ
る
日
も
近
い
か
も
し
れ
な
い
。

度
も
実
験
を
繰
り
返
し
た
。
最
終
的
に
、
27
種
類
の

分
子
を
混
ぜ
る
こ
と
で
初
め
て
実
験
が
成
功
し
た
。

　

学
部
3
年
生
か
ら
、
第
一
期
生
と
し
て
研
究
室
の

立
ち
上
げ
に
も
関
わ
っ
た
佐
藤
さ
ん
は
、「
成
功
の

鍵
と
な
る
分
子
を
入
れ
る
か
入
れ
な
い
か
に
気
付

く
ま
で
が
一
番
大
変
で
し
た
。
実
験
を
何
度
か
繰
り

返
す
う
ち
に“
研
究
者
と
し
て
の
勘
”み
た
い
な
も

の
が
感
覚
的
に
分
か
っ
て
き
た
一
方
、“
困
難
な
こ

と
”も
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
未
知
の
研
究
に
対
し

て
挑
戦
す
る
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」と
語
る
。

研
究
者
た
ち
の
切
磋
琢
磨
に
よ
り

新
分
野
を
開
拓

　

分
子
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
に
取
り
組
む
全
国
の
大

学
の
中
で
、
東
北
大
学
は
、
情
報
・
モ
ノ
が
集
ま
る

“
ハ
ブ
”の
役
割
を
担
う
。
野
村
准
教
授
は
、「
ど
こ

の
大
学
が
ど
ん
な
研
究
を
行
い
、ど
ん
な
実
験
条
件

で
成
功
し
た
か
と
い
う
情
報
は
、
逐
次
我
々
の
元
に

集
ま
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
大
学
か
ら
分
子

マ
シ
ン
を
調
達
し
て
シ
ス
テ
ム
化
す
る
と
い
っ
た
、

お
互
い
の
得
意
分
野
を
活
か
し
た
協
力
関
係
も
築

い
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
他
大
学
の
研
究
者
は
互
い
に
切
磋

琢
磨
す
る
競
争
相
手
で
も
あ
る
と
い
う
。

　
「
ま
だ
誰
も
知
ら
な
い
、
や
っ
た
こ
と
が
な
い
新

し
い
研
究
を
切
り
開
い
て
、ど
ん
ど
ん
謎
を
作
り
な

が
ら
解
い
て
い
る
感
覚
で
す
。
他
大
学
に
先
を
越

さ
れ
る
と
『
負
け
ら
れ
な
い
！
』
と
い
う
気
持
ち
が

掻
き
立
て
ら
れ
、
研
究
者
魂
に
火
が
つ
き
ま
す
。
日

本
独
自
に
立
ち
上
が
っ
た
分
子
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
と

い
う
分
野
を
さ
ら
に
面
白
く
す
る
た
め
、あ
お
っ
た

り
、あ
お
ら
れ
た
り
。
そ
ん
な
元
気
な
研
究
者
が
多

性
質
を
持
つ
タ
ン
パ
ク
質
、
後
者
は
化
学
反
応
に
よ

り
働
き
を
制
御
で
き
る
よ
う
合
成
さ
れ
た
も
の
だ
。

2
0
1
6
年
に
は
、
分
子
マ
シ
ン
の
先
駆
的
な
研
究

を
行
っ
た
ジ
ャ
ン
＝
ピ
エ
ー
ル
・
ソ
ヴ
ァ
ー
ジ
ュ
ほ

か
２
名
が
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
。

　

野
村
准
教
授
は
、「
ネ
ジ
や
歯
車
が
そ
れ
ぞ
れ
一

つ
だ
け
で
は
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う

に
、
分
子
マ
シ
ン
も
単
独
で
は
働
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
分
子
マ
シ
ン
を
統
合
し
、
人
間
の
言
う
こ
と

を
聞
く
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
化
し
た
も
の
が
分
子
ロ

ボ
ッ
ト
で
す
」
と
解
説
す
る
。

“
面
白
い
か
ら
も
っ
と
や
り
な
さ
い
！
”と

言
わ
れ
た
研
究
成
果
報
告
会

　

野
村
准
教
授
ら
の
研
究
は
、
2
0
1
2
年
度
の

科
学
研
究
費
補
助
金
の
新
学
術
領
域
研
究
「
分
子

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
」
に
採
択
さ
れ
、
5
年
間
の
支
援
を

受
け
た
が
、そ
の
成
果
報
告
会
で
の
審
査
員
か
ら
の

反
響
に
驚
い
た
と
い
う
。

　
「“
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
面
白
い
か
ら
、も
っ
と
や
り
な

さ
い
！
”と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」

　

こ
の
評
価
を
も
た
ら
し
た
研
究
成
果
の
一
つ
が
、

野
村
准
教
授
の
研
究
室
に
在
籍
す
る
博
士
課
程
3

年
の
佐
藤
佑
介
さ
ん
が
2
0
1
7
年
に
発
表
し
た

「
ア
メ
ー
バ
型
分
子
ロ
ボ
ッ
ト
」
で
あ
る
。
細
胞
膜

に
覆
わ
れ
た
個
体
と
し
て
は
世
界
初
と
な
る
分
子

ロ
ボ
ッ
ト
で
、
セ
ン
サ
ー
が
光
を
感
知
す
る
と
、
ク

ラ
ッ
チ（
動
力
伝
達
装
置
） 

を
制
御
す
る
た
め
の
分

子
が
生
成
さ
れ
、モ
ー
タ
ー
タ
ン
パ
ク
質
の
動
き
を

駆
動
部
に
伝
え
て
自
動
で
変
形
す
る
。
各
機
能
を

備
え
た
全
分
子
が
目
的
ど
お
り
に
動
く
よ
う
、
分
子

を
入
れ
る
順
番
や
温
度
な
ど
の
条
件
を
変
え
て
何

6
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国立情報学研究所　
社会共有知研究センター長　情報社会相関研究系 教授

新井 紀子

来
る
べ
き
Ａ
Ｉ
時
代
。

求
め
ら
れ
る
能
力
と
、い
ま
必
要
な
教
育
と
は
。

AIの進化により人間の仕事が代替されるという話が現実味を帯びてきて
いる。国立情報学研究所の新井紀子教授は、2010年に世界に先駆けて著
書『コンピュータが仕事を奪う』の中で、AIの労働市場への影響に警鐘を
鳴らした。2011年には、AIを搭載したロボットが大学入試センター試験
を受けるという「ロボットは東大に入れるか」（通称：東ロボくん）プロジェ
クトをスタートさせ、世間の注目を集めた。
AI時代の到来で何が起こるのか？を追求していくと、さらにそこから、子
どもたちに起きている「ある深刻な問題」が浮かび上がってきた。
同プロジェクトを通して見えてきたことについて、新井教授にお聞きした。
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「
ロ
ボ
ッ
ト
は
東
大
に
入
れ
る
か
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的

　　
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
仕
事
を
奪
う
』の
著
者

新
井
紀
子
教
授
は
、2
0
1
0
年
の
段
階
で
、

将
来
、知
的
な
タ
ス
ク
の
い
く
つ
か
は
Ａ
Ｉ

に
代
替
さ
れ
る
と
予
測
し
た
。

　
「
Ａ
Ｉ
技
術
の
進
歩
に
よ
り
人
間
が
ハ
ッ

ピ
ー
に
な
る
は
ず
、と
考
え
た
い
と
こ
ろ
で

す
。
で
も
Ａ
Ｉ
は
主
に
効
率
化
の
た
め
に
使

わ
れ
、コ
ス
ト
削
減
を
進
め
ま
す
。
効
率
的
な

Ａ
Ｉ
の
導
入
が
進
み
、少
な
い
コ
ス
ト
で
も

の
を
作
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、人
間
の
雇
用

は
減
り
ま
す
。
そ
の
結
果
所
得
が
減
り
、消
費

が
冷
え
込
み
ま
す
。
す
る
と
、効
率
的
に
も
の

を
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
買
え
る
人
間
が

い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
い
う
将

来
を
考
え
る
Ａ
Ｉ
研
究
者
は
、2
0
1
0
年

頃
に
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

当
時
の
日
本
に
は
Ａ
Ｉ
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
一
つ
も
な
か
っ
た
。
ま
し
て
Ａ
Ｉ
技

術
の
進
歩
が
労
働
市
場
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
語
っ
た
本
な
ど
世
界
に
例
が
な
く
、初

め
は
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、新
井
教
授
は
、Ａ
Ｉ
研
究
の
遅
れ
て

い
る
日
本
が
、米
国
か
ら
や
っ
て
く
る
Ａ
Ｉ

技
術
の
波
に
翻
弄
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
し
て
い
た
と
い
う
。

　

人
々
が
Ａ
Ｉ
の
も
た
ら
す
将
来
に
つ
い
て

理
解
し
、Ａ
Ｉ
を
正
し
く
利
用
し
て
い
く
た

め
に
、Ａ
Ｉ
に
何
が
で
き
て
何
が
で
き
な
い

の
か
と
い
う
、可
能
性
と
技
術
限
界
の
両
方

を
見
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、米

ほ
う
も
意
味
を
分
か
ら
ず
に
試
験
を
受
け
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」

意
味
が
分
か
る
能
力
を
測
る

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト

　

こ
の
考
え
を
検
証
す
る
た
め
、2
0
1
5

年
に
新
井
教
授
は「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ

ス
ト
」を
開
発
。
主
に
中
学
生
を
対
象
に
、教

科
書
か
ら
抜
粋
し
た
一
般
的
な
文
章
を
正
確

に
読
め
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
調
査
を
開

始
し
た
。

　
「
当
初
は
多
く
の
人
か
ら
反
対
さ
れ
ま
し
た
。

と
い
う
の
は
、P
I
S
A（
国
際
学
習
到
達
度

調
査
）に
よ
る
日
本
の
読
解
力
は
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
あ
り
、一
般
的
な
文
章
を
読
む
と
い
う

調
査
を
し
て
も
正
答
率
は
90
％
台
に
な
る
だ

の
、単
に
記
憶
し
て
い
る
こ
と
を
並
べ
て
い

る
だ
け
で
質
問
に
答
え
て
い
な
い
と
い
う
文

章
の
内
容
で
し
た
。
つ
ま
り
東
ロ
ボ
く
ん
は

言
葉
の
意
味
を
理
解
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ

が
Ａ
Ｉ
の
限
界
で
す
。
Ａ
Ｉ
が
言
葉
の
意
味

を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は
、“
記
号
列

を
意
味
に
対
応
さ
せ
る
数
学
の
理
論
”が
必

要
に
な
り
ま
す
。
私
は
数
学
基
礎
論
を
専
門

に
し
て
い
ま
す
が
、実
は
、こ
の
分
野
の
数
学

は
1
9
6
0
年
代
初
頭
か
ら
目
覚
ま
し
い
進

展
が
あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｉ
が
言
葉
の
意
味
を

理
解
で
き
る
段
階
に
達
す
る
に
は
、根
本
で

あ
る
数
学
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
日

を
待
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｉ
が
今

の
理
論
や
統
計
を
使
っ
て
い
る
限
り
、ど
れ

だ
け
多
く
の
人
材
と
費
用
を
か
け
て
も
文
章

の
意
味
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
は
な
ら
な
い

の
で
す
」

　

東
ロ
ボ
く
ん
は
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
て

い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、セ
ン
タ
ー
試
験

で
日
本
の
高
校
３
年
生
の
上
位
２
割
に
食
い

込
ん
だ
。
こ
の
結
果
か
ら
、新
井
教
授
は
あ
る

大
き
な
問
題
に
気
付
い
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
る
と
き
か
ら
、Ａ
Ｉ

が
あ
る
程
度
の
レ
ベ
ル
の
成
績
を
取
る
だ
ろ

う
と
は
思
っ
て
い
た
が
、偏
差
値
57
と
い
う

好
成
績
ま
で
は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。
多

く
の
人
は
、こ
の
結
果
を
単
に
Ａ
Ｉ
は
人
間

よ
り
も
暗
記
と
計
算
の
能
力
が
優
れ
て
い
る

か
ら
だ
と
と
ら
え
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、新
井
教

授
の
考
え
は
違
っ
て
い
た
。

　
「
問
題
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
Ａ
Ｉ
が
こ
れ

ほ
ど
の
成
績
を
取
れ
る
な
ら
、実
は
人
間
の

国
に
飲
み
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、日
本
の
Ａ

Ｉ
研
究
を
無
駄
な
く
着
実
に
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
思
い
か
ら

2
0
1
1
年
に
始
ま
っ
た
の
が
、東
ロ
ボ
く

ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。

　
「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、東
大
に
入
る
Ａ

Ｉ
を
作
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、Ａ
Ｉ
の

技
術
限
界
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
見
定
め
る

た
め
の
取
組
だ
っ
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、最

初
か
ら
Ａ
Ｉ
が
東
大
に
入
れ
る
と
は
思
っ
て

お
ら
ず
、途
中
で
Ａ
Ｉ
の
限
界
が
く
る
こ
と

は
織
り
込
み
済
み
で
し
た
」

　

セ
ン
タ
ー
入
試
を
題
材
に
、Ａ
Ｉ
が
高
校

３
年
生
と
比
較
し
て
ど
の
く
ら
い
の
能
力
を

発
揮
す
る
の
か
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、Ａ

Ｉ
の
社
会
へ
の
影
響
に
つ
い
て
議
論
の
高
ま

り
を
生
ん
だ
。

　

東
ロ
ボ
く
ん
は
、毎
年
セ
ン
タ
ー
試
験
を
受

け
続
け
、2
0
1
6
年
ま
で
に
、全
体
の
7
割

近
く
の
大
学
で
合
格
率
80
％
以
上
と
い
う
レ

ベ
ル
ま
で
成
績
を
伸
ば
し
た
。
し
か
し
、こ
こ

で
東
ロ
ボ
く
ん
の
成
績
は
頭
打
ち
と
な
り
、同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
旦
終
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

Ａ
Ｉ
と“
意
味
”の
関
係

　
「
Ａ
Ｉ
は
文
章
が
こ
の
あ
た
り
で
区
切
れ
る

可
能
性
が
高
い
と
か
、こ
う
答
え
た
ら
最
も

正
答
性
が
高
い
と
い
っ
た
デ
ー
タ
か
ら
、こ

の
あ
た
り
を
答
え
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
し
か
分
か
ら
な
い
の
で
す
。
東
ロ
ボ
く

ん
も
論
述
式
の
問
題
を
解
き
ま
す
が
、一
見

な
ん
と
な
く
整
っ
た
解
答
が
出
て
く
る
も
の

東ロボくんプロジェクトの一環で開発された「東ロボ手くん」。
論述式模試を解く際に使われた。
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ろ
う
と
言
わ
れ
た
の
で
す
」

　

し
か
し
実
際
に
テ
ス
ト
を
や
っ
て
み
る
と
、

「
非
常
に
憂
慮
す
べ
き
事
態
」で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
と
い
う
。

　

新
井
教
授
が
実
施
し
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス

キ
ル
テ
ス
ト
の
一
例
を
挙
げ
る
。

（
１
）�「
1
6
3
5
年
、ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
幕
府

か
ら
追
放
さ
れ
、大
名
は
幕
府
か
ら
沿

岸
の
警
備
を
命
じ
ら
れ
た
」

（
２
）�「
1
6
3
5
年
、幕
府
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

を
追
放
し
、大
名
か
ら
沿
岸
の
警
備
を

命
じ
ら
れ
た
」

右
の（
１
）と（
２
）の
文
章
の
意
味
が
同
じ
か
、

異
な
る
か
を
選
ぶ
も
の
だ
。

　
「
こ
の
問
題
は
、キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
の
言

葉
を
検
索
し
て
同
じ
か
違
う
か
を
比
べ
る
だ

け
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
否
定
が
ど
こ
に
か

か
っ
て
い
る
の
か
、受
け
身
に
な
っ
て
い
る

か
、能
動
態
に
な
っ
て
い
る
か
と
か
、き
ち
ん

と
文
章
の
意
味
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
い
と
解
答

で
き
な
い
の
で
す
」

　

こ
の
問
題
の
中
学
生
の
正
答
率
は
５６
％
で

あ
っ
た
。

　
「
や
は
り
読
め
て
い
な
か
っ
た
。
正
し
く
読

め
ば
間
違
い
よ
う
の
な
い
文
章
な
の
に
、か

な
り
の
中
高
生
が
読
め
て
い
な
い
。
文
章
の

意
味
が
分
か
っ
て
い
な
い
の
に
知
識
だ
け
で

答
え
る
と
い
う
の
は
東
ロ
ボ
く
ん
と
同
じ
で

す
。
ロ
ボ
ッ
ト
が
で
き
る
こ
と
を
人
間
が
わ

ざ
わ
ざ
や
る
の
は
無
駄
な
こ
と
で
す
」

　

Ａ
Ｉ
と
差
別
化
で
き
る
は
ず
の“
意
味
が

分
か
る
”と
い
う
能
力
が
、実
は
人
間
に
も
備

わ
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が

に
、全
員
が
教
科
書
レ
ベ
ル
の
文
章
の
意
味

を
分
か
っ
て
読
め
る
と
い
う
能
力
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
大
切
と
訴
え
る
。

　
「
ど
の
科
目
で
も
偏
り
な
く
、好
き
嫌
い
に

関
係
な
く
、読
め
ば
意
味
が
分
か
る
と
い
う

能
力
を
ま
ず
身
に
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
後
、高
校
の
３
年
間
で
深
く
理
解
で

き
る
能
力
を
身
に
付
け
ら
れ
た
な
ら
ば
、大

学
で
い
く
ら
で
も
知
識
を
伸
ば
す
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
」

　

本
を
1
日
に
3
冊
読
む
の
で
は
な
く
、1

冊
を
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
、何
度
も

読
む
こ
と
。
上
滑
り
の
知
識
で
は
な
く
、腹
の

底
か
ら
分
か
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
理
解
す

る
こ
と
。
相
手
の
意
見
を
自
分
の
考
え
と
す

り
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
。
柔
軟
性
や
リ
ア
リ

テ
ィ
を
持
っ
て
知
識
を
身
に
付
け
ら
れ
る
土

台
を
作
る
こ
と
。
本
当
の
知
識
を
身
に
付
け

る
に
は
そ
の
よ
う
な「
我
慢
」が
必
要
で
あ
り
、

が
十
分
に
備
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　

新
井
教
授
は
、中
学
と
高
校
の
各
出
版
社

の
教
科
書
を
熟
読
し
、リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル

テ
ス
ト
の
問
題
を
、こ
れ
ま
で
に
１
０
０
０

問
以
上
作
っ
て
き
た
。

　
「
近
年
の
科
学
の
進
歩
に
よ
り
、学
習
指
導

要
領
の
内
容
は
増
え
て
い
ま
す
が
、教
科
書

の
ペ
ー
ジ
数
は
増
や
さ
な
い
よ
う
に
内
容
が

詰
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、説
明
が

足
り
ず
、意
味
の
分
か
ら
な
い
文
章
が
増
え

て
い
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、教
え
る
こ
と
が
多

く
な
り
、授
業
で
は
全
員
が
理
解
で
き
る
ま

で
時
間
を
か
け
る
余
裕
も
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
結
果
的
に
、生
徒
た
ち
は“
意
味
は
分
か

ら
な
い
け
れ
ど
も
暗
記
す
る
し
か
な
い
”と
い

う
事
態
に
陥
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
」

　

新
井
教
授
は
、ま
ず
、中
学
２
年
生
頃
ま
で

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
「
文
章
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と

は
、単
に
教
科
書
が
読
め
な
い
と
い
う
こ
と

だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
科
書
が

読
め
な
い
人
は
、社
会
に
出
て
か
ら
安
全
マ

ニ
ュ
ア
ル
も
読
め
ま
せ
ん
し
、そ
の
よ
う
な

労
働
者
を
雇
う
こ
と
は
、企
業
に
と
っ
て
も

リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
」

　
「
こ
れ
か
ら
先
、多
く
の
仕
事
は
Ａ
Ｉ
に
代

替
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
動
運
転
技
術
の

進
歩
に
よ
り
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
運
転
手
の
仕

事
が
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、画
像
解
析
技
術

が
広
ま
れ
ば
、が
ん
や
結
核
の
診
断
、内
視
鏡

検
査
も
Ａ
Ｉ
化
が
進
む
と
思
わ
れ
ま
す
。
あ

る
い
は
、銀
行
の
融
資
担
当
や
保
険
の
販
売

員
、薬
剤
師
、会
計
士
、税
理
士
の
ほ
か
、企

業
の
事
務
組
織
も
代
替
さ
れ
て
い
く
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
う
し
た
職
種
の
方
が
、自
分
の
仕

事
が
な
く
な
っ
た
と
き
、新
し
い
組
織
へ
移
っ

て
仕
事
を
や
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
。
そ
れ

は
、新
た
な
こ
と
を
柔
軟
に
学
び
取
る
能
力

に
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
場
合
も“
読
ん
で

意
味
が
分
か
る
能
力
”が
重
要
な
の
で
す
。
そ

の
能
力
の
有
無
に
よ
っ
て
、Ａ
Ｉ
と
生
き
る

未
来
の
明
る
さ
が
決
ま
っ
て
き
ま
す
」

Ａ
Ｉ
時
代
に
必
要
な
教
育

　

東
ロ
ボ
く
ん
に
は
実
装
で
き
な
か
っ
た“
読

ん
で
意
味
が
分
か
る
能
力
”が
、こ
れ
か
ら
の

時
代
の
人
間
に
必
要
な
能
力
で
あ
る
と
説
明

す
る
新
井
教
授
。
し
か
し
、リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス

キ
ル
テ
ス
ト
に
よ
り
、人
間
に
も
そ
の
能
力

新井 紀子
東京都出身。一橋大学法学部およびイリノイ大学卒業、イリノ
イ大学大学院数学科修了。博士（理学）。専門は数理論理学。数
学以外の主な仕事として、教育機関向けのコンテンツマネー
ジメントシステム NetCommons や、研究者情報システム
researchmapの研究開発がある。
2011年より人工知能プロジェクト『ロボットは東大に入れるか』
プロジェクト・ディレクターを務める。2016年より読解力を診
断する『リーディングスキルテスト（RST）』の研究開発を主導。
主著に『ハッピーになれる算数』『生き抜くための数学入門』

（イーストプレス）、『数学は言葉』（東京図書）、『コンピュータが
仕事を奪う』（日本経済新聞出版社）、『ほんとうにいいの？デジ
タル教科書』（岩波書店）など。
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大
学
入
試
も
そ
う
い
っ
た
力
を
測
る
試
験
内

容
で
あ
る
べ
き
と
語
る
。

　
大
学
で
学
ぶ
時
間
を

よ
り
有
意
義
に
す
る
た
め
に

　
「
意
味
を
き
ち
ん
と
理
解
で
き
る
能
力
が

備
わ
っ
て
い
れ
ば
、大
学
の
授
業
は
と
て
も

楽
し
く
な
り
ま
す
。
私
は
、一
橋
大
学
で
受
け

た
阿
部
謹
也
先
生
の
歴
史
学
の
講
義
が
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転

回
で
、今
ま
で
歩
い
て
い
た
こ
の
地
面
は
一

体
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
く
ら
い
の
衝

撃
を
受
け
て
、講
義
の
後
は
し
ば
ら
く
動
け

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、１８
歳
ま
で

の
価
値
観
が
塗
り
替
え
ら
れ
る
よ
う
な
も
の

が
、大
学
の
教
養
教
育
だ
と
思
い
ま
す
。
今
ま

の
大
半
が
Ａ
Ｉ
に
代
替
さ
れ
、本
当
に
必
要

な
労
働
者
と
い
う
の
は
限
ら
れ
た
エ
リ
ー
ト

だ
け
と
い
う
時
代
に
な
っ
た
と
き
、今
ま
で

の
義
務
教
育
や
大
学
が
育
て
る
人
材
の
考
え

方
が
大
き
く
変
更
を
迫
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、今
、私
た
ち
は

民
主
主
義
の
大
き
な
岐
路
に
立
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。“
歴
史
を
知
ら
な
い
者
は
同

じ
過
ち
を
繰
り
返
す
”と
は
よ
く
言
い
ま
す
が
、

劇
的
な
社
会
変
動
に
つ
い
て
い
け
な
い
人
々

が
ど
の
よ
う
な
行
動
を
起
こ
し
た
か
、歴
史

を
振
り
返
れ
ば
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
何
度
も

起
き
て
い
ま
す
」

　

民
主
主
義
を
揺
る
が
す
ほ
ど
の
変
革
を
も

た
ら
し
か
ね
な
い
Ａ
Ｉ
。

　
“
読
ん
で
意
味
が
分
か
る
能
力
”は
、Ａ
Ｉ

に
仕
事
を
奪
わ
れ
な
い
た
め
に
人
間
が
備
え

る
べ
き
基
礎
的
な
能
力
で
あ
る
。
人
間
と
Ａ

Ｉ
が
共
存
す
る
社
会
へ
と
発
展
を
続
け
る
た

め
に
は
、そ
の
人
間
ら
し
い
能
力
を
活
か
し
、

自
然
科
学
・
社
会
科
学
に
ま
た
が
る
よ
う
に

視
野
を
広
げ
、歴
史
に
学
ん
で
未
来
を
予
測

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
時
代

の
変
化
に
つ
い
て
い
け
な
い
人
は
ど
う
な
る

だ
ろ
う
か
。
我
が
国
の
未
来
は
、自
ら
の
頭
で

考
え
、変
化
に
正
し
く
対
応
し
て
い
け
る
人

材
教
育
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。

　

国
立
大
学
は
、幅
広
い
学
問
領
域
が
集
ま

る
多
様
性
を
活
か
し
、時
代
を
牽
引
す
る
人

材
の
育
成
を
担
っ
て
い
る
。
来
る
べ
き
Ａ
Ｉ

時
代
に
合
わ
せ
て
、高
等
教
育
機
関
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

の
一
橋
大
学
に
は
教
養
部
が
あ
り
、法
学
部

の
学
生
で
も
、他
の
理
工
系
大
学
と
遜
色
が

な
い
ぐ
ら
い
の
レ
ベ
ル
の
数
学
の
授
業
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
と
も
と
理
詰

め
で
考
え
る
こ
と
は
好
き
で
し
た
の
で
、講

義
で
学
ぶ
う
ち
に
数
学
の
面
白
さ
に
目
覚
め

ま
し
た
。
当
時
の
国
立
大
学
の
多
様
性
や
そ

れ
を
受
け
入
れ
る
余
裕
、そ
し
て
教
養
主
義

と
い
っ
た
も
の
が
な
け
れ
ば
、今
日
の
文
理

融
合
的
な
自
分
は
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
」

　
社
会
科
学
的
視
点
か
ら
の

Ａ
Ｉ
研
究

　

東
ロ
ボ
く
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
人

間
が
Ａ
Ｉ
と
差
別
化
で
き
る
能
力
を
見
定
め
、

そ
の
能
力
を
測
る
た
め
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

ス
キ
ル
テ
ス
ト
を
開
発
し
、Ａ
Ｉ
時
代
に
必

要
な
教
育
を
考
え
る
新
井
教
授
。
そ
こ
に
は
、

法
学
部
出
身
で
あ
り
な
が
ら
数
学
者
と
し
て
、

Ａ
Ｉ
研
究
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
独
自
の

社
会
科
学
的
視
点
が
あ
っ
た
。

　
「
私
の
考
え
方
は
、大
学
で
学
ん
だ
歴
史
と

経
済
に
も
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

民
主
主
義
と
い
う
も
の
の
根
本
は
、労
働
に

価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま

す
。
か
つ
て
産
業
革
命
に
よ
り
都
市
労
働
者

が
必
要
と
な
っ
た
と
き
、生
産
性
を
上
げ
る

た
め
、労
働
者
を
賢
く
す
る
た
め
の
教
育
が

重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
労
働
と

教
育
と
い
う
も
の
が
、近
代
民
主
主
義
の
両

輪
だ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、労
働
者
の
仕
事

で
自
分
が
聞
い
た
こ
と
も
見
た
こ
と
も
、む

ろ
ん
考
え
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
こ
と
を
初

め
て
言
わ
れ
た
と
き
に
聞
き
流
さ
ず
、し
っ

か
り
受
け
止
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
そ
れ
が

で
き
れ
ば
、大
学
で
ひ
と
皮
も
ふ
た
皮
も
む

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
な
る
た
め
に

は
、受
け
止
め
る
側
の
素
地
が
必
要
で
す
。
意

味
の
分
か
ら
な
い
こ
と
を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

き
ち
ん
と
理
解
す
る
と
い
う
基
礎
的
な
能
力

を
早
い
段
階
の
教
育
で
身
に
付
け
な
け
れ
ば
、

高
等
教
育
の
内
容
が
理
解
で
き
ず
、大
学
時

代
が
意
味
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
」

　

一
方
で
、新
井
教
授
は
一
橋
大
学
法
学
部

で
学
び
の
楽
し
さ
に
触
れ
た
こ
と
に
自
身
の

人
生
の
出
発
点
が
あ
っ
た
と
振
り
返
る
。

　
「
私
が
学
生
だ
っ
た
1
9
8
0
年
代
初
頭
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各地の図書館などで資料の劣化が深刻化する一方、資金や人

材の不足から保存対策が進んでいない。こうした状況を受け、国

内で唯一の西洋社会科学古典に特化した研究図書館である一橋

大学社会科学資料センターでは、西洋古典資料の保存を担う中

核的人材の育成を目指して、2016年4月より全国の大学図書

館などから実務研修生の受け入れを開始した。

研修では、20年以上にわたって同センターに蓄積された資料

保存のノウハウを、各機関の実情に応じて伝えるべく、資料の

状態調査、修理、保存環境整備などの実習を1～3ヵ月間集中的

に行う。2016年度は国立国会図書館をはじめ4機関からの研

修生を受け入れた。

今後は研修への参加機関と同センターを中心にネットワーク

を構築し、各機関で保存に携わる人材の育成を目指すほか、相

互に相談や情報交換ができる体制も整えていく予定である。

資
料
の
状
態
調
査
と
記
録
が
、

す
べ
て
の
保
存
対
策
の
基
礎
と
な
る
。

標
本
に
実
際
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
「
感
じ
る
展
示
室
」。

一
橋
大
学

筑波技術大学では、地域における障害者スポー

ツの普及・推進のための取組として、毎月1回「障

害者スポーツ教室」を開催している。また、毎年

11月頃には「障がい者のためのスポーツイベント

～障がいのある人 スポーツ・遊びに参加しよう～」

を開催。手話deフットサル、ボルダリング、ボッ

チャ、卓球バレーなどさまざまな種目を体験でき

るほか、プロのアスリートの参加もあり、障害の

ある方もない方も自由に参加して楽しむことがで

き、昨年は165名の参加があった。

これらの企画は、参加者が障害者スポーツを知

ることや、自分に合ったスポーツの方法や工夫を

発見することにつながり、障害者スポーツの可能

性を広げることに役立っている。また、保護者や

関係者の情報交換・ネットワークづくり、指導員

の研鑚の場としても活用されている。

「
卓
球
バ
レ
ー
」
の
様
子
。

1
チ
ー
ム
6
人
で
対
戦
す
る
。

筑
波
技
術
大
学

北海道大学総合博物館は、“北大の魅力を全部

魅せること”、“より市民に愛される博物館にな

ること”を新たな展示方針として、2016年7月に

リニューアルオープン。同大学12学部の教育・研

究を紹介する展示「北大のいま」、博物館活動の

バックヤードを見学できる「ミュージアムラボ」

などを新設した。

新たな展示の一つ「感じる展示室」は、五感を

使った体験を通じて標本への興味や関心を深め

てもらうことを目指し、学生や市民ボランティ

アと共に運営する。定期的にワークショップも

開催し、スタッフによる解説を聞きながら道内

の海岸で採取した化石、鉱物などの標本に実際

に触れることができる。来館者が気軽に参加で

きる人気企画として「モノ」と「ヒト」との対話の

場となっている。

北海道大学

総
合
博
物
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

―
見
る
博
物
館
か
ら
、感
じ
る
博
物
館
へ
―

宮城教育大学

宮城教育大学では、2017年5月に、カナダの

マニトバ大学から7名の短期留学生を約3週間受

け入れ、同大学の学生との交流を深めることを

目的としたサマープログラムを実施した。

マイクロソフト社の「Minecraft（マインクラ

フト）」を使用したワークショップでは、留学生

と同大学の日本人学生がペアとなり、ブロック

を配置して日本の名所を作るゲームに挑戦。日

本語と英語を交えたコミュニケーションにより

アイデアを膨らませ、ランプを点灯させたりト

ロッコを移動させたりするさまざまな仕掛けを

組み込み、各ペアが創意工夫を凝らした作品を

作り上げた。

学生たちはプログラミング的思考の基礎を学

びながら、国際交流を深めることができた。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ツ
ー
ル
を
使
っ
て

国
際
交
流

西洋古典資料を未来につなぐ
社会科学古典資料センター

みんなで創る！支える！参加する！
障害者スポーツイベント

参加者全員での記念撮影。



12

2017年１月から、名古屋大学のホームページで、コラ

ム「名大ウォッチ」の連載が始まった。“新聞社で長く科学

報道に携わってきたジャーナリストが、学内を歩きなが

ら、大学の今を自由な立場で綴ります”と謳ったこのコラ

ムは、2016年10月に同大学に着任した辻篤子・特任教授

が執筆。「外の目で大学を見てほしい」という同大学から

の依頼に応じて、幅広いテーマを扱う。

これまでのコラムでは、アジアでの法整備支援の現場報

告や、キャンパス内のカフェを舞台にした留学生の人間模

様などの同大学の話題だけでなく、米トランプ政権下で

の科学、新元素ニホニウムの発見の背景など、その時々の

旬なニュースも扱い、大学がどのように関わっているの

かを浮かび上がらせる内

容となっている。2017

年７月から、コラムの一

部を、『ノーベル賞の大学

のいま』という小冊子に

まとめ、学内外に配布し

ている。

「名大ウォッチ」

http://www.meidaiwatch.iech.provost.nagoya-u.ac.jp

学
生
に
よ
る
放
課
後
学
習
支
援
の
様
子
。

山口大学は、2017年2月に応用衛星リモートセンシング

研究センターを開設した。

同大学では、2008年度から国立研究開発法人宇宙航空

研究開発機構（以下：JAXA）と連携して衛星データの利活用

に関する研究を行ってきた。2016年9月には、JAXA及び

山口県と「衛星データ利用・研究の推進に係る連携協力に関

する基本協定」を締結し、2017年７月には、三者による合

同防災訓練を実施。衛星画像を活用した初動対応の流れに

ついて演習を行った。

また、JAXAの一部機能を地方に移転する目的で、県内に

JAXA西日本衛星防災利用研究センターも開設された。同

大学及びJAXAの２つのセンターは、研究及び人材育成、地

域の宇宙教育、産業創出などへの貢献が期待される。

衛星データの地域防災への利活用に向けた「山口モデル」

の構築は、他自治体への展開も含め、大規模災害が発生した

際の対応力強化にも大きく寄与するものと考えられる。

京都大学

名
古
屋
大
学

福
岡
教
育
大
学

福岡教育大学では、宗像市内の小学校などで、毎週１回、

地
じの

島
しま

へは月に３回程度、学習が苦手な児童・生徒を対象に、

同大学学生による学習支援ボランティアを行っている。

この取組は、児童・生徒の基礎学力の向上を図りたい宗像

市教育委員会と、新たな社会連携の形として、教育実習以外

のさまざまな教育現場を学生に経験させたいという同大学

のニーズがマッチし、2016年９月からスタートした。

2016年度は、市内の小学校10校、中学校３校からの要望

に基づき、延べ623名の学生を派遣。同じ学生スタッフが同

じ学校を定期的に担当するようにローテーションを組むこ

とにより、早い段階で子どもたちは学生スタッフに慣れる

という。学生にとっても教育現場を経験することで「教員に

なりたい」というモチベーションの維持につながっている。

京都大学では、“主体的に仕掛けるブランド戦略”の一環

として、“自由の学風”から日々生み出される、“一言では決

して言い尽くせない京都大学らしさ”をふんだんに盛り込

んだ魅力発信サイト「ザッツ・京大」を開設した。

ブーメランサークルや探検部といった同大学ならでは

の課外活動から、全国各地に展開する同大学の研究施設の

公開イベント「京大ウィークス」の突撃レポート、「おもし

ろ研究者 ベニクラゲマン!?」といった公式サイトでは伝

えきれないユニークな情報を、多数の画像や動画を盛り込

んだコラム形式で展開。「京大らしい！」と思った記事には

“ザッツ！ボタン”を押してもらう仕掛けや、日常の一コマ

を同大学のInstagramと連携して紹介する「今日のザッ

ツ」で読者とのつながりを促進する。

同大学の多様な魅力に触れる機会を幅広い層に提供し、

大学への理解と親和性をより強固にすることを狙う。

山口大学

連携協定の締結の様子。
（ 左 か ら）奥村 直樹
JAXA 理 事 長、村 岡 
嗣政山口県知事、岡 正
朗学長。

自
由
な
学
風
が
生
み
出
す
リ
ア
ル
な
日
常
を
紹
介

ら
し
さ
満
載
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト「
ザ
ッ
ツ・京
大
」

衛
星
デ
ー
タ
活
用
の
最
前
線

応
用
衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー

ホームページにコラム
「名大ウォッチ」の連載を開始

放課後の学習支援事業
「ブリッジ」

「ザッツ・京大」

http://www.thats.pr.kyoto-u.ac.jp/
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仙台市若林地区での瓦礫撤去作業（2011年8月）。

東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
教
育
支
援

課
程
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
３
年
の
西

田
杏
さ
ん
は
、２
０
１
７
年
３
月
５
日
、

静
岡
県
富
士
水
泳
場
に
て
開
催
さ
れ
た

パ
ラ
水
泳
春
季
記
録
会
兼
世
界
パ
ラ
水

泳
選
手
権
大
会
代
表
選
手
選
考
会
に
お

い
て
、派
遣
標
準
記
録
②（
女
子
１
０
０

ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ（
ク
ラ
ス
S
８
））を
突
破

し
、２
０
１
７
年
９
月
に
メ
キ
シ
コ
シ

テ
ィ
で
開
催
さ
れ
る
世
界
パ
ラ
水
泳
選

手
権
大
会
の
日
本
代
表
に
内
定
し
た
。

今
大
会
は
、西
田
さ
ん
に
と
っ
て
３

回
目
の
国
際
大
会
へ
の
挑
戦
だ
っ
た
。

「
何
回
経
験
し
て
も
大
き
な
重
圧
に
押

し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
る
」と
い
う
不

安
と
緊
張
を
抱
き
つ
つ
も
、レ
ー
ス
に

向
け
て
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な

る
よ
う
集
中
し
た
。
レ
ー
ス
が
終
わ
り

電
光
掲
示
板
を
見
て
派
遣
標
準
記
録
を

切
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
瞬
間
は
、今

ま
で
で
一
番
嬉
し
か
っ
た
と
い
う
。

西
田
さ
ん
は
、障
害
が
あ
り
な
が
ら

も
小
さ
い
頃
か
ら
身
体
を
動
か
す
こ
と

が
好
き
で
、水
泳
の
授
業
で
み
ん
な
と

一
緒
に
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

水
泳
を
始
め
た
。
タ
イ
ム
が
上
が
る
に

つ
れ
て
競
泳
競
技
の
楽
し
さ
に
気
付
き
、

本
気
で
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。
中
学
で
は
、
他
の
部
活
動
に
所
属

し
な
が
ら
、帰
宅
後
に
片
道
１
時
間
か

け
て
プ
ー
ル
に
通
っ
た
。

高
校
２
年
の
春
に
初
め
て
国
際
大
会

に
出
場
し
、世
界
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を

知
る
と
、そ
こ
か
ら
さ
ら
に
努
力
を
重

ね
た
。
２
０
１
３
年
10
月
に
は
、ア
ジ
ア

パ
ラ
ユ
ー
ス
大
会
に
初
め
て
日
本
代
表

と
し
て
参
加
し
、金
メ
ダ
ル
一
つ
と
銀

メ
ダ
ル
三
つ
を
獲
得
し
た
。

２
０
１
６
年
リ
オ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
選
考
会
で
は
、標
準
記
録
を
突
破
し

た
も
の
の
、代
表
に
は
選
ば
れ
な
か
っ

た
。
こ
の
出
来
事
は
、西
田
さ
ん
に
と
っ

て
大
き
な
挫
折
と
な
っ
た
が
、次
の
世

界
パ
ラ
水
泳
選
手
権
大
会
へ
の
出
場
に

向
け
て
、気
持
ち
を
切
り
替
え
て
今
ま

で
以
上
に
努
力
し
、今
回
、見
事
に
代
表

の
座
を
掴
ん
だ
。

西
田
さ
ん
は「
日
本
記
録
を
出
し
て

決
勝
に
進
出
す
る
こ
と
」
を
目
標
に
、

ハ
ー
ド
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
日
々
を

送
っ
て
い
る
。

世界パラ水泳選手権大会で
日本記録を狙う

東京学芸大学／西田 杏さん

被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

Ａ
Ｂ
Ｊ
は
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大

震
災
を
契
機
に
結
成
さ
れ
た
。
Ａ
ｃ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ 

Ｂ
ｙ 

Ｊ
Ｕ
Ｅ
Ｎ（
※
）の
頭
文

字
を
と
っ
た
も
の
で「
被
災
地
の
た
め

に
行
動
を
起
こ
そ
う
」と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

初
期
の
活
動
は
、津
波
に
流
さ
れ
た

農
地
の
瓦
礫
撤
去
が
中
心
。
時
に
は
人

骨
ま
で
出
て
く
る
作
業
に
衝
撃
を
受
け

た
。
や
が
て
瓦
礫
は
大
き
な
石
か
ら
鉄

屑
や
ガ
ラ
ス
、砂
利
な
ど
に
変
わ
り
、津

波
に
よ
る
塩
害
の
被
害
を
受
け
た
農

地
に
も
新
た
な
緑
が
芽
生
え
、作
物
が

育
っ
て
い
く
様
子
に
励
ま
さ
れ
た
。

瓦
礫
の
撤
去
作
業
の
ほ
か
に
、子
ど

も
た
ち
へ
の
学
習
支
援
、仮
設
住
宅
で

の
交
流
会
や
被
災
地
の
視
察
な
ど
も
行

い
、こ
れ
ま
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

参
加
者
は
延
べ
４
４
４
名
に
上
る
。

近
年
は
石
巻
市
雄
勝
町
で
の
ガ
ー
デ

ン
植
栽
作
業
、津
波
被
害
を
受
け
た
大

川
小
学
校
を
は
じ
め
複
数
の
小
学
校
跡

の
視
察
や
、地
域
の
人
々
の
話
を
伺
う

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
２
０
１
５

年
か
ら
現
地
で
受
け
て
い
る「
防
災
教

育
」の
レ
ク
チ
ャ
ー
は
、教
師
を
目
指
す

学
生
や
現
職
教
員
に
と
っ
て
意
義
あ
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

当
初“
被
災
地
の
た
め
に
”と
始
ま
っ

た
こ
の
活
動
は
、今
で
は“
被
災
地
に
学

ぶ
”も
の
と
な
り
、こ
の
活
動
を
広
げ
、未

来
に
活
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
思
い
に
変
化
し
て
き
て
い
る
と
い
う
。

Ａ
Ｂ
Ｊ
は
、こ
の
ほ
か
に
も
２
０
１
６

年
12
月
末
に
発
生
し
た
糸
魚
川
大
火

で
被
害
を
受
け
た
家
庭
の
子
ど
も
た

ち
の
学
習
支
援
や
募
金
活
動
、
地
元

の
小
学
校
に
お
け
る
防
災
授
業
や
学

習
支
援
、市
内
の
教
員
研
修
会
で
の
発

表
な
ど
、幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

２
０
１
４
年
に
は
活
動
の
業
績
が
認
め

ら
れ
、学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら

表
彰
を
受
け
た
。
今
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
じ
た
地
域
と
の
関
わ
り
を

続
け
て
い
く
。

※
J
U
E
N
は
上
越
教
育
大
学（
Ｊ
ｏ

ｅ
ｔ
ｓ
ｕ 

Ｕ
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｉ
ｔ
ｙ 

ｏ
ｆ 

Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
Ｎ
）の
略
称

「被災地のために」から
「被災地に学ぶ」活動へ

ここでは学業や課外活動に
真剣に取り組む学生、
グループの活動を紹介します。

上越教育大学／
被災地ボランティアサークルABJ

メ
ダ
ル
を
手
に
し
た
西
田
さ
ん
。
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都
市
計
画
・
ま
ち
づ
く
り
を
研
究
分

野
と
す
る
小
樽
商
科
大
学
大
津
ゼ
ミ
は
、

内
閣
府
主
催
の「
地
方
創
生
☆
政
策
ア

イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
６
」に
出

場
し
、全
国
４
８
６
組
が
エ
ン
ト
リ
ー

す
る
大
学
生
以
上
一
般
の
部
に
お
い
て
、

全
国
２
位
と
な
る
優
秀
賞
と
三
菱
Ｕ
Ｆ

Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
賞

を
受
賞
し
た
。

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、Ｒリ

ー

サ

ス

Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ（
地

域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
）を
活
用
し
て
、

政
策
ア
イ
デ
ア
を
競
う
も
の
。
大
津
ゼ

ミ
は
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
活
用
し
て
、漁
業

が
主
産
業
で
あ
る
北
海
道
岩
内
町
を
分

析
。〈
ニ
セ
コ
→
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
作

戦
〉、〈“
ト
ッ
テ
オ
キ
”の
ニ
シ
ン
缶
を
！ 

作
戦
〉、〈
ミ
ズ
か
ら
変
え
る
地
方
と
地

球
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
作
戦
〉の
３
つ
の
政

策
を
立
案
し
た
。
地
場
産
品
の
活
用
や

社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
し
た
、商
学

と
グ
ロ
ー
カ
ル
の
視
点
を
盛
り
込
ん
だ

同
大
学
ら
し
い
政
策
と
な
っ
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し

て
３
、４
年
の
合
同
チ
ー
ム
を
率
い
た

佐
々
木
康
太
郎
さ
ん（
商
学
部
経
済
学

科
４
年
）は「
毎
日
夜
遅
く
ま
で
作
業
し
、

締
め
切
り
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
プ
レ
ゼ
ン
資

料
を
見
や
す
く
し
、発
表
を
分
か
り
や

す
く
す
る
努
力
を
全
員
が
怠
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
最
終
選
考
で
は
唯
一
の
大
学

生
チ
ー
ム
と
い
う
こ
と
も
あ
り
緊
張
し

ま
し
た
が
、ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生

や
、一
緒
に
作
業
を
行
っ
た
仲
間
と
共

に
優
秀
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
と
て

も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
回
を
き
っ
か

け
に
、地
方
創
生
に
つ
い
て
よ
く
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
将
来
は
北
海

道
や
全
国
の
過
疎
地
域
の
発
展
に
関
わ

る
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」と
受
賞
の
喜
び
と
今
後
の
抱
負

を
笑
顔
で
語
っ
た
。

受
賞
報
告
を
兼
ね
て
３
月
に
開
催
さ

れ
た
岩
内
町
で
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
こ

の
政
策
ア
イ
デ
ア
を
ぜ
ひ
と
も
実
現
し

た
い
」と
い
っ
た
町
民
か
ら
の
声
が
寄

せ
ら
れ
た
。

住
民
の
意
識
を
変
え
て
い
く
努
力
が

欠
か
せ
な
い
の
が
地
域
活
性
化
の
難
し

さ
。
大
津
ゼ
ミ
は
、答
え
が
一
様
に
な
い

こ
の
課
題
に
今
後
も
全
力
で
挑
み
続
け

て
い
く
。

RESASの活用で
地方を元気に！

小樽商科大学／
大津ゼミ

奈
良
女
子
大
学
4
年
の
森
木
乃
美
さ

ん
は
、文
学
部
言
語
文
化
学
科
で
ド
イ

ツ
語
を
学
ぶ
。
大
学
か
ら
初
め
て
挑
戦

し
た
合
気
道
で
、
２
０
１
５
年
に
第
35

回
関
西
学
生
合
気
道
新
人
競
技
大
会

演
武
競
技
女
子
対
武
器
の
部
で
優
勝
、

２
０
１
６
年
に
は
第
47
回
全
日
本
学
生

合
気
道
競
技
大
会
演
武
競
技
女
子
対
徒

手
の
部
で
準
優
勝
と
い
う
成
績
を
収
め

た
。森

さ
ん
が
合
気
道
と
出
合
っ
た
の
は
、

大
学
入
学
直
後
の
ク
ラ
ブ
紹
介
が
き
っ

か
け
。
そ
こ
で
目
に
し
た
先
輩
の
演
武

の
美
し
さ
に
惹
か
れ
た
と
い
う
。
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
や
ダ
ン
ス
を
経
験
し
て
き

た
森
さ
ん
に
と
っ
て
、年
齢
を
重
ね
て

も
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
合
気

道
の
特
性
も
、入
部
す
る
大
き
な
理
由

だ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
始
め
て
み
る

と
、常
に
け
が
の
リ
ス
ク
が
伴
う
れ
っ

き
と
し
た
格
闘
技
で
あ
る
こ
と
を
痛
感

し
た
。

２
０
１
６
年
４
月
に
は
主
将
に
就
任

す
る
こ
と
と
な
り
、他
大
学
や
Ｏ
Ｇ
と

の
世
代
を
超
え
た
繋
が
り
を
経
験
し
、

想
像
以
上
に
視
野
が
広
が
っ
た
と
い
う
。

一
方
で
後
輩
へ
の
指
導
や
、他
大
学
と

の
交
流
の
調
整
、合
宿
準
備
な
ど
、多
忙

を
極
め
た
。

そ
う
し
た
状
況
で
迎
え
た
６
月
の

大
会
で
は
、予
選
落
ち
と
い
う
苦
杯
を

喫
し
た
。
前
年
に
大
き
な
け
が
を
負
い
、

思
う
よ
う
に
練
習
が
で
き
ず
苦
し
く
も

ど
か
し
い
時
期
が
し
ば
ら
く
続
い
た
が
、

「
復
活
」を
目
指
し
て
続
け
た
。

不
安
を
抱
え
な
が
ら
迎
え
た
11
月
の

全
国
大
会
の
結
果
は
準
優
勝
。
主
将
の

責
務
と
重
圧
、け
が
を
乗
り
越
え
て
の

結
果
は
、２
０
１
５
年
に
勝
ち
取
っ
た

関
西
大
会
で
の
優
勝
よ
り
嬉
し
い
も
の

と
な
っ
た
。

２
０
１
7
年
３
月
に
主
将
の
役
割
を

終
え
、新
た
な
未
来
を
描
く
森
さ
ん
は
、

現
在
大
学
院
へ
の
進
学
を
考
え
て
い
る
。

進
学
後
も
合
気
道
を
続
け
る
意
向
で
あ

り
、合
気
道
部
が
あ
る
ド
イ
ツ
の
大
学

へ
の
交
換
留
学
を
目
標
に
、今
は
ド
イ

ツ
語
の
勉
強
に
勤
し
ん
で
い
る
。
海
外

で
も
合
気
道
を
続
け
、合
気
道
を
通
し

て
多
く
の
人
達
と
繋
が
る
こ
と
を
期
待

し
、夢
は
膨
ら
む
。

合気道で
世界とつながる
奈良女子大学／
森 木乃美さん

演
武
を
す
る
森
さ
ん
。

岩内町の調査に訪れた大津ゼミのメンバー。






